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課 題 
（ここが問題、 

困っている･･･） 

資 源 
（ここが良い、 

活かしたい･･･） 

将来像・目標・ 

大切にしたい視点 など 

懇談会への期待・ 

思い など 

☆参考 

「環境まちづくり分野分科会」には、こんなに多様な委員の方がいます！ 
 
・大学院生（都市計画研究室） ・専業主婦 ・緑化協力員 ・リサイクル事業協同組合 
・元 PTA 役員 ・消防団の班長 ・町会、地域防災会に従事 ・環境美化推進委員 
・循環型社会推進会議委員 ・地域福祉推進委員 ・建築の設計、監理の仕事を 
・商店会 ・都市計画審議会委員 ・総合病院の勤務医 ・グラフィックデザイナー 
・「練馬都森化 300 年計画」の絵本作りをしている ・環境衛生協会 ・理容組合支部長 
・消費者だよりの発行に携わっている ・毎朝近所の道路・小公園の清掃をしている 
・シンクタンク勤務 ・まちづくりセンターの WA メッセ準備委員 ・区政モニター 
・史跡散歩の企画運営ボランティア ・（仮）ふるさと文化間の展示検討会 
・（仮）南田中図書館の建設懇談会 ・公園のタバコの吸殻拾いをしている 
・区民農園に参加（農業のあり方を考える契機） ・練馬駅北口区有地活用検討会議委員 
・練馬都市整備公社理事 ・防犯協会員 などなど･･･ 

廃棄物の抑制・リユ

ース・リサイクルが

必要 

広大な農地が宅地化 

安全安心なまち 

誰もが生活しやすい

まち 

減少しつつある緑の

保全・創造 

地球温暖化 

大きな空と豊かな緑

の減少 

高齢化社会への対応

（病院や施設内だけ

での対応の限界） 

リサイクル関連施設

の誘致場所がない 

公共交通機関の充実

（地球環境保全のた

めに） 

高齢者の移動手段確

保 

今まではインフラの

整備で精一杯だった

が･･･ 

行政と町会・自治会

の協力 

今までの経験を少し

でも役立てられれば 

懇談会を通じで区民

の交流ができれば 

情報を知りたい 自慢できるような環

境整備の計画を 

少しでも役に立てれ

ば･･･ 

学生という立場から

見解を出したい 

外部から来た者（在

住歴 5 年）の目線で

提案したい 

退職後の自己啓発と

して（社会貢献をし

たい） 

定年でいささか余裕

のできた時間を利用

して何らかの貢献を

したい 

定年を機に、生まれ

育った練馬区に恩返

しをする気持ち 

形式的な参加になら

ないように 

地域ができることは

地域で 

どのような区政施策

があるのか（日常生

活にどのように関係

するか）が知りたい 

懇談会の終了後も交

流を続けたい 

安全安心のまちづくり 

練馬区のナンバーワ

ン・オンリーワンを

参考にしたい 

文化財のボランティ

ア等を通じ、地域の

良さを知った 

現在でも良好な生活

環境をさらに質的に

高める 

次世代に引き継いで

いける社会 

全区民が参加でき

て実行していける

方法を 

「自然とできた」「生

きている」まちづく

り 

小中学生の頃からの

教育 

実現可能で誰でも行

動に移せるものを 

社会全体で高齢者・

障害者・小児たちを

ケアするまちづくり 

過去に学び未来に活

かす方針 

暮らしやすく安心で

きる社会・生活環境

空間の創出 

固有の文化・資産を

次代に継承する 

地域の個性を発展さ

せる 

住まいを取りまく環

境の大切さ（居住環

境の向上） 

皆にとって住みやすい 

環境資産の保全と継

承 

区民参加の環境活動 

子どもたちが自然に

学んで成長できる 

後の世代に引き継ぐ 

いっそう住みやす

い・暮らしやすい練

馬区の実現 

地方分権の時代にふ

さわしい練馬独自の

将来像を 

区行政と生活者が互

いに双方向の観点か

ら議論を 

将来に視点を置き、

環境問題について幅

広い議論を（個々の

利害、産業振興、財

源との関わり） 

愛着を持ち続けるこ

とのできるまちづく

り 

将来を展望するには

歴史的経過について

も周知が大切 

「みどり 30」の基本

方針に則った、健

康・環境にやさしい

まちづくり 

生活の利便性を促すた

めの都市機能の充実

と、豊かな自然が共存

する環境まちづくり 

自然は大きな文化 

水と緑はおいしい空

気を創造し、心を癒

してくれる 

23 区で随一の「ふる

さと」と呼ぶにふさ

わしい地域であり続

けたい 


